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化石研究会会誌� Journal�of�Fossil�Research,�Vol.�52（1）,�17-23（2０19）

1 ．はじめに
栃木県那須烏山地域は県東部に位置し，その地形は

北から南へ流れる那珂川を挟んで西側の喜連川丘陵と
東側の八溝山地に二分される（図 1 ）．喜連川丘陵で
は，北西−南東センスの谷底平野が発達し，その中を
那珂川の支流である荒川と江川が流れている．中で
も，荒川の流域では穿入蛇行地形が顕著にみられ，そ
の攻撃面の崖や川底には新第三紀中新世の荒川層群が
良好に露出する（河田�1947；Kawada�1953）．荒川層
群は，酒井（1986）により，層序学的な連続性が良好
であることが明らかにされ，その後の研究者によって
高精度な各種年代層序の検討が加えられてきた
（Odin�et�al.�2００1；Hayashi�and�Takahashi�2００2；柳

沢�2００3；など）．また，荒川層群は鯨類などの大型海
生哺乳類や貝類などの大型化石，および放散虫や貝形
虫などの微化石が多く産出することから，盛んに研究
が行われてきた（杉江�1993；Irizuki�1998；提橋�
2０００；Kurihara�2０1０；松居ほか�2０11；など）．この
ような背景から，本地域は地層や化石だけでなく，地
形の学習にも適した地域であり（青島�2０19），実際に
市内の小中学校をはじめ，県外の学校などにも活用さ
れている（星�2０15）．

筆者らは，那須烏山地域の持つ教育資源を 3 つの要
素に識別し，それぞれ大地を「ジオ資源」，生態系を
「エコ資源」，人の歴史文化を「ヒト資源」として着
目した．簡潔に述べると，ジオ資源は，本地域の露出
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が良好な地層や豊富な化石，地形などである．エコ資
源は，本地域から2００6年に報告されたコウホネ属の新
種シモツケコウホネ Nuphar submersa を代表とした，
地域に生息する多くの稀少野生動植物などである
（Shiga�et�al.�2００6）．ヒト資源は，2０17年にユネスコ
無形文化遺産に登録された山あげ祭がその代表で，祭
りで使われる烏山和紙は，奈良時代から続く歴史を持
つ．なお，烏山和紙は市内の小中学校の卒業証書にも
活用されている．

現在，那須烏山市では那須烏山ジオパーク構想を推
進している．ジオパークの構造は，地形・地質，生態
系，人間の歴史・文化のピラミッド型三層構造で示さ
れるが（河本�2０11など），筆者らの識別した教育資源
要素も概ねこれに沿うものである．このことを踏ま
え，本稿では，那須烏山ジオパーク構想の一部として
活動した取り組みについて，特にジオ資源を対象とし
た学校教育での活動を報告する．

2 ．中学校での取り組み
那須烏山市内には，市立南那須中学校と市立烏山中

学校の 2 つの中学校がある．このうち，南那須中学校
は2０15年 4 月に旧荒川中学校と旧下江川中学校が統合
されて誕生した中学校である．筆者の星は，2００7年 4
月から2０15年 3 月まで下江川中学校に，統合後は南那
須中学校に理科教諭として勤務している．下江川中学
校における取り組みは，星（2０15）で報告しているこ
とから，ここでは南那須中学校における取り組みを中
心に紹介する。

1 ）中学 1年理科�地学野外実習
ａ　化石密集層の観察

2０15年度から2０16年度は南那須中学校における
JST の中高生の科学研究実践活動推進プログラムと
して，栃木県立博物館と連携し，学校に近い十二口で
化石と地層の観察を行った（図 2 ）．十二口では，沢
沿いに荒川層群大金層が連続的に露出しており，
OGM と呼ばれる貝化石密集帯が見られる（松居ほか�
2０11）．ここの OGM では，Clinocardium sp.�や Lucinoma 
acutilineatum が優占し，Macoma optiva や Mya cunei-
formis といった貝化石のほか，巣穴の生痕化石も見ら
れる（松居ほか�2０11；柏村・松居�2０14）．生徒らは，

図 1．那須烏山の位置（A）と那須烏山における地域の資源（B）．

図 2．十二口における観察の様子．
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これらの化石の産状について，時間をかけ詳しく観察
を行った．
ｂ　地層巡りミニ・ジオツアー

2０17年度以降は，それまで十二口で行ったような
1 ヶ所での観察ではなく，いくつかの場所を半日のミ
ニ・ジオツアーとして巡り，地層のつながりなどを観
察した．観察する順番は，地層の年代が古いものから
新しいものへと設定した．2０18年度の実施例では，最
初に那須烏山地域で最も古い中生界の八溝層群が露出
する「矢沢の簗入口」の露頭にて，付加体のチャート
を観察した．次に，「滝田大滝」（図 3 ）および「龍門
の滝」で中新統中川層群の観察を行った．この 2 つの
滝の位置は，喜連川丘陵を開析する谷底平野が隆起に
より下流側から再び侵食作用を受けている侵食前線で
もあることから，地層に加えて地形的な要素も学習内
容に加えた．続いて，中川層群の地山に格子状に穿た
れた「洞窟酒蔵」と呼ばれる手掘りのトンネルに入
り，普段は経験することのない，地層の“中”に入る
体験をした．ここは，第二次世界大戦中の地下戦車工
場の跡地であり，市内唯一の酒造会社によって日本酒
の長期熟成が行われている貯蔵庫でもあることから，
合せて大地と人の歴史文化の関わりも学習した．最後
に，第四紀の境林層と関東ロームが露出する「曲畑の
露頭」を観察し，火山灰の様子や地層の積み重なり方
を観察した．
2 ）特設科学部の活動
南那須中学校の部活動の 1 つ，特設科学部では，他

の部に所属しながら探究活動に取り組むことができる
仕組みを設けている．在籍する生徒は，卓球部員や野
球部員，デザイン部員など多様である．特設科学部
は，常に自然科学への扉をオープンにしているところ
に特色があり，生徒それぞれの予定や計画に合わせ，

毎日あるいは土日だけ，夏休みだけなど，自ら選択し
たタイミングで活動している．

現在進められている那須烏山ジオパーク構想の出発
点は，約1０年前に下江川中学校の特設科学部の生徒が
発表した「下江川ジオパーク構想」である．以来，特
設科学部ではジオパークの視点で，地域のさまざまな
地層や化石，地形などを研究してきた．近年では，希
少植物のシモツケコウホネや低標高地では珍しいコナ
ラ・ブナ群落などの生態系などにも対象を広げ，特設
科学部内に生徒の幅広い興味関心に対応した 4 つの活
動グループを設けている．これらの活動グループは，
それぞれの立ち位置からジオパーク活動に取り組んで
いる．

2０11年日本地質学会水戸大会では，特設科学部の生
徒が「那須烏山ジオパーク構想」としてポスター発表
を行い，奨励賞を受賞した．また，2０18年には本校の
特設科学部の活動を含めた学校の科学研究実践活動が
評価され，科学技術分野の文部科学大臣表彰「創意工
夫育成功労学校賞」を受賞した．
ａ　調査・研究活動

特設科学部には，地学的な事象を扱う「ジオ班」，
生物学的な事象を扱う「コウホネ班」，生物でも特に
昆虫を扱う「昆虫班」，活動は現在休止している電池
自転車の開発をする「バイク班」があり，入部してく
る生徒の希望によって班分けされる．ここでは，ジオ
班とコウホネ班を紹介する．

ジオ班の活動は，主に化石や岩石をテーマにしてい
る．化石について，これまでは本地域で産出した海生
哺乳類や貝化石が中心であったが，2０17年度からは珪
藻などの微化石にも取り組み探究活動の対象を広げて
いる（図 4 ）．また，岩石については， 1 年理科の授
業で扱う火成岩や堆積岩を「身近な石」として扱える

図 3．滝田大滝でのジオツアー． 図 4．鯨類化石をクリーニングするジオ班の活動．
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よう，地元で見つかるものを中心に，石の標本作成に
取り組んでいる．構成人数は年度ごとに変わるが，
3 ～ 5 名で男子が中心である．コウホネ班の活動は，
保全地「下川井のシモツケコウホネ群落」の環境保全
やその生態学的な研究を行っている．また，日光のシ
モツケコウホネの保全活動をしているシモツケコウホ
ネと里を守る会やさくら市のシモツケコウホネなどの
保全活動をしているうじいえ自然に親しむ会とも連携
し，情報交換を行っている．夏休みなどを利用し，栃
木県内に生息するコウホネ属を 1 日で観察する巡検
「コウホネツアー」も実施している（図 5 ）．このツ
アーには卒業生も参加し，後輩との交流を通して活動
意欲につながる良い刺激となっている．
ｂ　ジオパーク活動

特設科学部では，前項で述べたような班ごとの取り
組みを土台とし，積極的にジオパーク活動に関わって
いる．地域行政機関や地元の市民団体「なすからジオ
の会　Puchero（プチェーロ）」と連携し，ジオパー
ク関連イベント等にも協力している．具体的な活動例
としては，JR 東日本が主催する2０17年の JR デステ
ネーション・キャンペーン（DC キャンペーン）とい
う大型観光キャンペーンに協力し，JR 大金駅前で開
催した化石展の解説補助を行った．また，地元図書館
の図書館まつりにおけるジオパーク構想の PR 活動な
ども行った．成果発表としては，2０17年に第 8 回日本
ジオパーク全国大会2０17男鹿半島・大潟大会（図 6 ）
で，2０18年に化石研究会第36回学術大会で，それぞれ
ポスター発表を行った．

3 ．那須烏山ジオパーク構想「学校教育部会」
那須烏山市では，ジオパーク構想を推進するため

に，2０16年度に那須烏山ジオパーク構想推進協議会が

設立された．この協議会には，調査研究部会，保護ガ
イド部会，産業観光部会，学校教育部会の 4 つの専門
部会が設けられており，各部会には1０名程度の部会員
が配置されている．ここでは学校教育部会における取
り組みを中心に紹介する。
1 ）野外観察ガイド派遣等支援事業
学校教育現場では，小学 5 年と 6 年，中学 1 年の理

科で，地層や地形を観察したり，化石に触れたりする
学習単元がある．また，総合的な学習の時間において
も，地域の魅力を再発見する「ふるさと学習」という
テーマで，地域の取材する学習活動がある．このよう
な活動へ対応するには，適切な移動手段の確保とガイ
ドの手配が必要で，教員への負担が大きかった．そこ
で，2０16年度からジオパーク推進協議会事務局が窓口
になり，野外観察ガイド派遣等支援事業が始まった．
本事業では，野外観察などの校外教育活動の際に，学
校からの依頼により生徒の移動手段とガイドの手配を
行い，教員の授業を支援している．地学的な説明を得
意とする教員が少ない中，児童・生徒が身近な教材を
直接見て，触れ，学習できる貴重な機会になってお
り，現在市内の小中学校の多くは，本事業を活用して
いる．

校外教育活動において，観察等で使用する場所を
「学校ジオサイト」と呼んでいる．学校から歩いて行
くことができる学校ジオサイトもあるが，多くの学校
ジオサイトはバスによる移動が必要である．市には乗
車定員42名の市有バスが 1 台あり，2０17年度まではそ
の乗車定員の範囲までの対応であったが，2０18年度か
ら乗車定員を超えた依頼の際には，一般のマイクロバ
スも同推進協議会の費用負担により手配されることと
なった．ちなみに、2０18年度の市有バス利用は18回，
利用人数は777名であった．

図 6．ジオパーク全国大会でポスター発表する中学生．図 5．コウホネツアー．
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2 ）教員ジオサイト研修（ミニ・ジオツアー）
学校教育部会は，市内の高等学校と各小中学校から

の代表担当者を部会員として構成されている．各学校
の代表担当者は，ジオパーク構想と学校教育現場をつ
なぐパイプ役を担っているものの，本地域の出身者で
はない教員も多く，専門教科も様々なため，那須烏山
地域の持つ潜在的価値や魅力を知らない者も多い．そ
こで，少しでも地域の見どころであるジオサイトを見
て，触って，知ってもらうために，夏季休業期間中の
8 月3０日の午前を利用し，教員ジオサイト研修会を実
施した．参加者は小学校 5 人，中学校 2 人，高校 1
人，推進室 3 人であった．研修では，学校ジオサイト
として活用されている洞窟酒蔵と滝田大滝を含む地域
の見どころを見学した（図 7 ）．これは，2０18年度か
ら始めた取り組みであり，試行的に代表担当者向けの
研修として 1 回行っただけであるが，次年度以降は市
内各学校の教員を広く募り，規模を拡大する方向で計
画している．
3 ）報告会
2０16年度から，毎年 2 月に学校教育部会の部会員が

集まり，各学校における活動報告と今後の展開につい
ての報告会を実施している．理科だけでなく総合的な
学習の時間や科学部の活動報告もあり，この報告会が
教員相互の良い刺激になっている．2０18年度から始め
た取り組みであるが，年度末にジオパーク推進協議会
事務局の協力のもと，各学校における活動の様子を小
学校，中学校，高等学校がそれぞれポスター形式で報
告をジオパーク担当の教員がまとめた．作製したポス
ターは，広く市民の方々に見てもらうために，市役所
庁舎一階ロビーのフリースペースに展示した．これ
も，次年度以降も継続して実施する方向で検討してい
る．

4 ．成果と課題
1）中学校の教育現場での取り組み
特設科学部の生徒が「下江川ジオパーク構想」とし

て発表し約1０年が経過した．最初は，地域の 1 中学校
の部活動における取り組みであったが，那須烏山ジオ
パーク構想と名前を変え，その活動の輪は那須烏山地
域全体に広がった．かつてこのテーマに取り組んだ初
期の生徒の中には，地球科学を専攻する大学生とな
り，将来博物館の学芸員になることを目指して博物館
実習を受け，学芸員資格を取得した者もいる．現在で
は，小学校や高等学校でもジオパークについて学ぶ機
会が設けられており，小学校から中学校へ，さらに高
等学校へと学修の段階に応じて地域のことを連続的に
学べるシステムが構築されている．このような環境の
中で，生徒の中には，地域の自然や文化遺産，地域振
興への関心を持つ者が明らかに増えている手応えを感
じている．中学校の教育現場では，これまでジオパー
クを全く知らない生徒へ一方的に教えるだけで済んで
いたが，今後は小学校の頃からジオパークを学んでき
た生徒を相手にすることになる．教員側も，専門教科
の垣根を越えて，ジオパークへの理解を深めておく必
要があると考えている．

今後の課題としては，持続可能な教育現場を構築す
る必要があるという点が挙げられる．教員は数年ごと
に他校へ異動するが，例えばジオパークの担当者が異
動や退職をした場合，円滑にその後任へ引き継げるで
あろうか．現状ではそのような引き継ぎは困難ではな
いかと感じている．どこの学校においても，不断の努
力によって人材を育て，仲間を増やし，チームで取り
組むような組織体制づくりを行わないと，ジオパーク
のようなプロジェクトは早晩行き詰るのは自明であ
る．各学校のジオパーク担当者は，そのチームの核と
なっていることを自覚し，学校と地域，そして行政機
関などとのコーディネーター的な役割を果たしていく
ことも必要である．
2 ）�那須烏山ジオパーク構想「学校教育部会」での取
り組み

学校教育部会では，ジオパークに関する主要な年間
スケジュールを作成し，情報共有を行った．各学校の
年間行事予定には，これを加えておいた方が好都合で
ある．例えば理科の地層観察の単元がいつ頃になるの
かなどは，バスやガイドの手配の関係上，情報共有し
ておいた方が良い．最近では，野外観察ガイド派遣等
支援事業を利用し，各学校が理科等の授業において教
育プログラムを作成し，実施するという方向性がつく
られている．また，学校教育部会では教員ジオサイト
研修などを通して経験が蓄積されてきており，学校に
おけるジオパーク担当者の果たす役割も次第に明確に

図 7．洞窟酒蔵における教員ジオサイト研修．
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なってきてもいる．学校と推進室をつなぐコーディ
ネーター的役割が特に重要であり，授業者が別なら
ば，ガイドと授業者をつなぐ役割も発生するであろ
う．しかし，授業者とジオパーク担当者が同じで，昨
年も経験済みの場合は問題ないのだが，担当者が 1 年
ごとに変わる場合にトラブルが発生しやすい．2０18年
度，年度末の報告会によって情報が共有され，今年度
の反省点が次年度に活かされるというサイクルがつく
られたのは大きい．

課題としては，野外観察ガイド派遣等支援事業の質
の向上が必要である．現在は，まだガイドの数が少な
く，大規模校への対応が十分であるとは言えない．ガ
イドする側のガイド能力の向上も課題である．新学習
指導要領では「主体的・対話的で深い学び」がキー
ワードであることから，これに対応していく必要があ
る．また，各学校が教育プログラムを作成する際，学
校教育部会として支援できる仕組みも必要である．学
校ジオサイトの確保も課題である．露頭は，風化作用
や侵食作用，植生の被覆などによって失われることが
ある（図 8 ）．これについては，学校教育部会として
どこが使えてどこが使えないか，地域の現状を常に把
握し，情報を更新しておく必要がある．

5 ．おわりに
学校教育は今，変革期にある．1０年に一度学習指導

要領の改訂が行われるが，その移行措置が2０19年度か
ら中学校理科で実施される．今回の指導要録の解説に
は，明確にジオパークというワードが記載された．
2０19年 1 月現在，日本には44のジオパーク（うち 9 つ
がユネスコ世界ジオパーク）と16の準会員がある．こ
の計6０ものジオパークが学校教育においてジオパーク
を活用しようと，取り組んでいる．しかしながら，各
地の理科教育研究大会等の研究発表事例を見ると，ま

だまだジオパークが学校教育現場に浸透しているとは
言えない状況である．学校教育の中で，ジオパークを
活用してもらうにはどうしたらよいのか，那須烏山ジ
オパーク構想を例に，今後も積極的に研究を推進し，
全国に向けて成功例や失敗例といった情報を発信でき
るように努力していく所存である．
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